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３
月
に
教
職
を
定
年
退
職

し
た
日
髙
義
博
理
事
長
・
元

学
長
（
刑
法
）
の
古
稀
を
祝

う
会
が
４
月
21
日
、
東
京
都

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

で
開
か
れ
、
１
期
か
ら
43
期

ま
で
の
ゼ
ミ
卒
業
生
約
１
０

０
人
が
祝
福
し
た

写
真
。

日
髙
ゼ
ミ
卒
業
生
の
会
は

「
樂
水
會
」（
鈴
木
雅
美
会

長
・
昭
55
法
）
と
し
て
活
動

し
て
き
た
が
、
校
友
会
職
域

支
部
と
な
り
発
足
式
を
兼
ね

て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
卒
業
生
は
、
法
律
学
の
世

界
に
と
ど
ま
ら
ず
幅
広
い
分

野
で
活
躍
し
て
お
り
当
日
は

校
友
会
情
報

代
議
員
会
開
催

▽
６
月
16
日
（
土
）
15
時
〜

尾
形
則
昭
氏
（
お
が
た
・
の

り
あ
き

昭
54
商
）
積
和
不

動
産
関
東
㈱
代
表
取
締
役
社

長
に
４
月
23
日
付
で
就
任
。

本
社

東
京
都
。
総
合
不
動

産
企
業
。

　
県
議
と
し
て
11
年
。
副
議

長
を
経
て
４
月
25
日
に
第
98

代
議
長
に
就
任
し
た
。「
政

治
は
人
の
幸
せ
を
つ
く
る
仕

事
。
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
が

満
た
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
政

治
の
根
本
だ
と
思
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
そ
の
思
い
の
原
点
は
、
大

学
卒
業
後
留
学
し
た
米
ウ
エ

ス
ト
ミ
シ
ガ
ン
大
学
大
学
院

で
の
活
動
に
あ
る
。
国
際
開

発
行
政
を
専
攻
し
、
イ
ン
ド

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
派
遣
さ
れ
、
女

性
の
身
分
向
上
や
就
学
支
援

な
ど
に
携
わ
っ

た
。
イ
ン
ド
国

内
で
も
最
貧
と

い
わ
れ
る
地
域

だ
っ
た
が
、
学

校
に
通
う
子
ど

も
た
ち
の
目
の

輝
き
が
忘
れ
ら

れ
な
い
。「
政

治
や
行
政
の
力

で
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
子

ど
も
た
ち
が
、

こ
の
地
域
で
学

び
、
生
き
て
い

き
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
」

と
教
育
問
題
に
力
を
入
れ

る
。

　
英
語
は
苦
手
だ
っ
た
と
い

う
が
、「
行
け
ば
な
ん
と
か

な
る
ん
で
す
よ
」
と
豪
快
に

笑
う
。
大
学
３
年
次
の
夏
、

一
人
で
ア
メ
リ
カ
一
周
バ
ス

の
旅
に
出
た
。
こ
の
と
き
も

「
な
ん
と
か
な
る
」
と
、
取

得
し
た
ば
か
り
の
パ
ス
ポ
ー

ト
を
握
り
し
め
、
40
日
間
各

地
を
巡
り
、
ア
メ
リ
カ
の
広

さ
と
、
都
市
そ
れ
ぞ
れ
の
面

白
さ
に
魅
了
さ
れ
た
。

　
大
学
で
は
テ
ニ
ス
と
野
球

の
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
に
所
属

し
、
毎
週
生
田
に
通
っ
て

い
た
。「
本
当
に
楽
し
か
っ

た
。
あ
の
時
の
友
人
は
今
で

も
大
切
な
財
産
」
と
振
り
返

る
。

　「
大
学
時
代
は
、
ど
ん
な

道
に
進
ん
だ
ら
い
い
か
迷
う

こ
と
も
多
い
。
で
も
、
海
外

に
ど
ん
ど
ん
行
く
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
み
た

方
が
い
い
。
行
け
ば
な
ん
と

か
な
る
か
ら
面
白
い
」

　
政
党
派
閥
事
務
所
な
ど
で

働
い
た
の
ち
、
２
０
０
７
年

地
元
滋
賀
県
議
会
議
員
に
初

当
選
し
た
。

　
校
友
会
滋
賀
県
支
部
の
支

部
長
も
務
め
る
。
専
大
創
立

者
の
う
ち
２
人
が
滋
賀
県
と

ゆ
か
り
が
あ
る
が
、
そ
れ
を

知
っ
た
の
は
数
年
前
だ
と
い

う
。
創
立
者
を
描
い
た
小
説

『
蒼
翼
の
獅
子
た
ち
』
を
読

み
、
映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
を
鑑
賞
。
滋
賀
県
と
専

大
の
縁
を
再
確
認
し
、「
ゆ

か
り
の
地
で
、
校
友
の
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。

－外に出よう 行けばなんとかなる－

滋
賀
県
議
会
議
長

川
か

わ

　し

ま島
　
隆

り
ゅ
う

二じ

さ
ん

（
平
８
法
）

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
館

３
階
３
０
３
教
室
問
校
友
会

事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・

７
５
７
９

〈
校
友
会
幹
事
会
〉

▽
５
月
25
日
（
金
）、
６
月

15
日
（
金
）
両
日
と
も
18
時

30
分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

６
号
館
５
階
会
議
室
問
校
友

会
事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５

・
７
５
７
９

〈
岐
阜
県
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
５
月
27
日
（
日
）
10
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
か
ら
車

５
分
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ

ー
ル
岐
山
」
問
大
森
康
二
郎

氏
☎
０
９
０
・
３
３
０
８
・

０
１
４
６

〈
不
動
産
建
設
黒
門
会
総
会
〉

▽
６
月
２
日
（
土
）
16
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
Ａ
会

議
室
問
大
木
寛
之
氏
☎
０
８

０
・
３
４
１
３
・
４
８
４
２

〈
筑
波
銀
行
鳳
会
総
会
〉

▽
６
月
２
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
土
浦
駅
か
ら
徒
歩
７

分「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

ゑ
び
す
や
」問
德
宿
達
也
氏

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
１
８
０

０（
筑
波
銀
行
県
庁
支
店
内
）

〈
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
総
会
〉

▽
６
月
２
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
北
見
駅
か
ら
徒
歩
10

分
「
ホ
テ
ル
黒
部
」
問
安
岡

秀
俊
氏
☎
０
１
５
７
・
３
６

・
７
５
３
７

〈
兵
庫
支
部
総
会
〉

▽
６
月
10
日
（
日
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
湊
川
神
社
楠
公
会
館
」

問
武
田
克
之
氏
☎
０
９
０
・

２
０
６
８
・
９
２
２
３

〈
伊
予
お
お
と
り
会
総
会
〉

▽
６
月
16
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
か
ら
車
10
分

「
国
際
ホ
テ
ル
松
山
」
問
河

野
弘
氏
☎
０
８
９
・
９
２
３

・
１
６
２
２

ミ
ル
コ
の
出
版
グ
ル
グ
ル
講

義
 

山
口
ミ
ル
コ
著

　
出
版
社
の
編
集
者
と
し
て

ヒ
ッ
ト
作
を
次
々
と
世
に
出

し
て
き
た
山
口
ミ
ル
コ
さ
ん

（
昭
63
文
）
は
、
２
０
０
９

年
に
退
社
後
、
文
筆
家
と
し

て
エ
ッ
セ
ー
な
ど
を
上
梓
、

本
書
は
４
作
目
の
著
作
と
な

る
。
２
０
１
６
年
か
ら
２
年

間
、
大
学
の
教
壇
に
立
ち
、

本
の
編
集
に
つ
い
て
講
義
を

行
っ
た
。

　
大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し

て
の
経
験
と
、
本
を
作
る
側

と
書
く
側
双
方
の
体
験
を
合

わ
せ
、「
出
版
と
は
何
か
」

を
考
え
る
一
冊
に
な
っ
て
い

る
。
講
義
の
準
備
と
し
て
書

店
や
倉
庫
、
古
紙
再
生
工
場

や
印
刷
所
な
ど
の
現
場
に
足

を
運
ん
だ
。
本
の
廃
棄
作
業

を
行
う
工
場
で
新
品
の
本
が

粉
々
に
砕
か
れ
る
衝
撃
的
な

場
面
の
描
写
も
あ
る
。

　
タ
イ
ト
ル
の
「
グ
ル
グ

ル
」
は
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
物
事
の
連
鎖
を
意
味

し
、
本
書
の
随
所
に
現
れ

る
。
編
集
者
と
い
う
仕
事
を

伝
え
る
グ
ル
グ
ル
の
中
で
得

た
著
者
の
発
見
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。（
河
出
書
房

新
社
・
本
体
１
５
０
０
円
＋

税
）

引
き
抜
き
屋

１
鹿
子
小
穂
の
冒
険

２
鹿
子
小
穂
の
帰
還

 

雫
井
脩
介
著

　
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ

ー
創
業
者
の
娘
と
し
て
育
っ

た
主
人
公
・
鹿か

の

こ子
小さ

ほ穂
。
父

と
の
確
執
を
持
ち
な
が
ら

も
、
創
業
家
の
一
人
と
し
て

父
の
会
社
で
役
員
を
務
め
て

い
た
。
あ
る
と
き
父
は
、
大

槻
と
い
う
人
間
を
会
社
に
招

き
入
れ
た
。「
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

タ
ー
」
を
介
し
た
、
い
わ
ゆ

る
独
断
人
事
。
大
槻
と
衝
突

し
会
社
を
去
っ
た
小
穂
だ

が
、
奇
妙
な
縁
で
ヘ
ッ
ド
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
社
員
に

な
る
。

　
心
機
一
転
、
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

タ
ー
と
な
っ
た
小
穂
は
優
れ

た
経
営
者
た
ち
と
の
出
会
い

を
通
し
て
「
経
営
」
や
「
仕

事
」、
そ
し
て
「
人
」
と
は

何
か
に
目
を
開
い
て
い
く
。

そ
ん
な
小
穂
の
も
と
に
、
父

の
会
社
が
経
営
危
機
に
な
っ

て
い
る
知
ら
せ
が
｜
｜
。
父

娘
の
苦
い
関
係
を
抱
え
つ
つ

も
、
小
穂
は
父
の
会
社
の
救

済
に
奔
走
す
る
。

　
ひ
た
む
き
に
仕
事
を
続
け

る
主
人
公
が
、
人
間
と
し
て

も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

し
て
も
成
長
し
て
い
く
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
。
作
家
・
雫
井
脩
介

さ
ん
（
平
３
文
）
は
新
た
な

境
地
を
開
い
た
。（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所
・
１
は
本
体
１
７
０

０
円
＋
税
／
２
は
本
体
１
８

０
０
円
＋
税
）

＜校友＞

　
カ
ナ
ダ
で
合
気
道
を
広
め

て
き
た
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
の
小お

幡ば
た

宰
お
さ
む

さ
ん（
昭
46
経
営
）
が
一

時
帰
国
。
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
会

（
川
端
登
会
長
・
昭
63
経
営
）

が
４
月
15
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
交
流
会
を
開
い
て
歓

迎
し
た
。
小
幡
さ
ん
は
「
日

本
と
カ
ナ
ダ
が
さ
ら
に
強
い

絆
き
ず
な

で
結
ば
れ
る
よ
う
応
援
し

て
い
く
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
小
幡
さ
ん
は
１
９
７
２
年

に
カ
ナ
ダ
に
渡
り
、
ト
ロ
ン

ト
の
日
系
文
化
会
館
（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
）
を
本
拠
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
合
気
道
を
教
え
始

め
た
。
ト
ロ
ン
ト
領
事
館
に

勤
務
し
、
２
０
１
２
年
定
年

退
職
し
た
あ
と
も
指
導
は
続

い
て
お
り
46
年
に
な
る
。
長

カ
ナ
ダ
で
合
気
道
を
46
年
指
導

小
幡
宰
さ
ん
を
囲
む
会

年
の
日
加
親
善
の
功
績
か
ら

ト
ロ
ン
ト
総
領
事
や
日
系
文

化
会
館
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
本
学
合
気
道
部
が

カ
ナ
ダ
遠
征
の
際
に
は
温
か

く
迎
え
入
れ
、
親
善
演
武
を

行
う
な
ど
交
流
に
努
め
た
。

　
当
日
は
、
カ
ナ
ダ
側
か
ら

小
幡
さ
ん
夫
妻
、
一
緒
に
来

日
し
た
門
下
生
ら
22
人
も
出

席
。
本
学
合
気
道
部
創
設
に

尽
力
し
た
明
治
神
宮
武
道
場

至
誠
館
名
誉
館
長
の
田
中
茂

穗
師
範
や
、
合
気
道
部
の
渋

谷
武
夫
前
部
長
（
名
誉
教

授
）
は
じ
め
総
勢
80
人
が
集

い
、
和
や
か
な
う
た
げ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小
幡

さ
ん
は
、
今
年
い
っ
ぱ
い
で

カ
ナ
ダ
を
離
れ
日
本
に
帰
国

す
る
こ
と
を
明
か
し
、「
合

気
道
の
神
髄
で
あ
る
自
他
一

体
の
精
神
を
大
切
に
、
指
導

を
続
け
て
き
た
。『
継
続
は

力
な
り
』
を
実
感
し
て
い

る
」
と
語
っ
た
。
合
気
道
部

の
中
村
達
哉
主
将
（
法
４
）

と
島
崎
博
監
督
（
昭
48
文
）

が
音
頭
を
取
り
、「
フ
レ
ー

フ
レ
ー
オ
バ
タ
」
と
会
場
全

員
で
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
福
井
県
か
ら
駆
け
付
け
た

会
社
役
員
の
藤
堂
規
行
さ
ん

（
昭
56
経
済
）
は
「
カ
ナ
ダ

を
訪
ね
た
際
、
空
港
で
合
気

道
と
書
か
れ
た
シ
ャ
ツ
を
着

て
迎
え
に
来
て
く
れ
た
小
幡

先
輩
の
姿
が
今
で
も
目
に
浮

笑顔を見せる小幡さん（中央）

し
た
。
教
員
も
先
輩
・
後
輩

も
な
く
議
論
を
交
わ
し
、
終

わ
る
と
と
て
も
良
い
関
係
が

で
き
た
の
は
『
畏お

そ

れ
ず
、
怯ひ

る

ま
ず
、
凜り

ん

と
し
て
生
き
る
』

と
い
う
共
通
の
志
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
う
。
今
後
も
こ

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

拍
手
に
包
ま
れ
た
。

日
髙
理
事
長
の

古
稀
を
祝
福

宮
崎
、
石
川
や
、
中
国
な
ど

海
外
か
ら
も
駆
け
付
け
た
。

　
日
髙
理
事
長
は
「
理
事
長

と
学
長
の
職
を
兼
ね
て
い
た

時
も
週
５
コ
マ
の
授
業
で
教

壇
に
立
っ
た
。
研
究
に
戻
れ

る
時
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
で

か
ぶ
。
穏
や
か
な
人
柄
だ
か

ら
こ
そ
カ
ナ
ダ
の
人
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
」
と

懐
か
し
そ
う
に
話
し
た
。


